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公募型プロポーザル方式により与謝野町移住支援窓口業務を実施する者を決定する

にあたり、業務内容の詳細を本仕様書に定める。

１．募集業務の概要

（１）業 務 名 令和３年度与謝野町移住支援窓口業務

（２）業務期間 契約締結日の翌日から令和４年３月３１日まで

（３）契約形態 委託契約

※本プロポーザルにより契約予定者に決定した者は、後日、与謝

野町と委託契約を締結することにより、業務実施者となります。

２．業務実施体制

（１）与謝野町移住支援窓口の設置

業務実施者は、移住に関する相談対応及び情報提供を行うため、相談専用の電話

（携帯含む）・電子メール等の通信機器を備え付けること（本委託料に当該設置

経費は含まない）。

※「３.業務内容」における、（１）移住相談窓口業務及び現地案内業務の実施は、

令和３年１０月２日（土）から令和４年３月３１日（日）の間の土曜、日曜及

び祝日（国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休

日）の午前９時から午後５時までの間の８時間とする（イベント等を開催する

場合は、この限りではない）。

ただし、業務実施日以外においても、業務に関して情報共有等が必要であると

委託者が判断した場合、対応を求める場合がある。

※業務除外期間：令和３年１２月２９日（水）～令和４年１月３日（月）

（２）移住相談員の配置

ア 業務実施者は、移住相談対応から町内の現地案内までを行うことができる移

住相談員を１名以上配置すること。

イ 業務実施者は、移住相談員のうち１名を責任者として配置し、当該責任者は、

移住相談員配置業務の統括を行うこと。なお、移住相談員は、次のことを満たす

者が望ましい。

・与謝野町出身者、与謝野町に住んだことのある者、または与謝野町に愛着が

ある者。

・地方での暮らしや移住に関心のある者。

・移住相談者の相談に親身になって対応できる者。

・パソコン操作（エクセル・ワード）ができる者。

・普通自動車を運転できる者。
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３．業務内容

業務内容

（１）移住相談窓口業務

及び現地案内業務

ア 来訪、電話、メール等による移住相談者への対応

イ 町内の地域等への移住相談者の案内（空き家バンクの

内見対応含む）

ウ 移住相談者と定住地域等とのネットワークづくりや

定住の支援、移住相談者の動向確認

※ 移住相談者の現地案内等に伴う移動は、業務実施者が

所有する車を使用すること（本委託料に車の購入費・

リース代・保険代は含まない）

（２）情報収集・発信業

務

ア 町内及び丹後地域を中心とする関係者等（地域、京の

田舎ぐらしナビゲーター、与謝野町移住・定住アンバ

サダーを含む）へのインタビュー、移住者受入に関す

る情報の収集

イ 町内の地域別のルールに関する情報収集

ウ 専用アカウントでのウェブサイトや SNS 等によるイ

ンターネット上での情報発信（本委託料にウェブサイ

ト等の運営費用は含まない）

エ 上記ア、イ及びウのほか、与謝野町の移住定住に関す

る積極的な情報発信

（３）セミナー（交流会）

の企画・運営

ア 移住定住促進のためのセミナー（交流会）の企画・運

営（事前調整、資料等作成、参加者募集、ゲスト・会

場の手配、開催後の分析及び報告書作成を含む）

※ 契約期間内に１回以上実施することを基本とし、参加

費は無料とすること。実施にあたっては、地域、京の

田舎ぐらしナビゲーター、与謝野町移住・定住アンバ

サダー等と連携して行うこと。

（４）その他業務 ア 町（他部署を含む）、京都府、関係者等（地域、移住

者、京の田舎ぐらしナビゲーター、与謝野町移住・定住

アンバサダー、与謝野町空き家バンク協力仲介業者を含

む）との連絡調整、連携及び協力

イ 町内利活用可能空き家の調査、町空き家バンク制度へ

の登録推奨、与謝野町移住・定住アンバサダー制度の普

及・拡大、移住定住推進のための PR 資料作成

※ なお、本業務において作成した資料が著作権法（昭和

４５年法律第４８号）第２条第１項第１号に規定する

著作物（以下、「著作物」という。）に該当する場合に
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４．業務の対象経費

（１）人件費

本業務に従事する自社社員等の人件費

（２）窓口業務経費

ア 本業務で使用する車の燃料費

イ 業務に係る通信運搬費（電話代・郵券料）

ウ その他業務の実施運営に要する経費

（３）企画運営費

「３.業務内容」における、（３）セミナー（交流会）の企画・運営に係る経費

ア 資料・チラシ等の印刷費

イ ゲストへの謝金・旅費

ウ 会場使用料

エ その他セミナー（交流会）の実施に要する経費

※企画、事前準備、分析報告書作成に係る人件費又は業務経費は上記（１）又

は（２）に含むこと

５．運営管理・報告

（１）町は、業務実施日の前日の午後５時までに引継ぎ事項をメールで業務実施者に

連絡することとする。ただし、業務実施日が連続する場合はその最初の日の前日

とする。

業務実施者は、業務実施日の翌日の午前８時３０分までに引継ぎ事項をメール

で町に連絡することとする。ただし、業務実施日が連続する場合はその最後の日の

翌日とする。

（２）業務実施者は、毎月の業務完了後遅延なく業務完了報告書（相談内容又は状況

［日報・月報］、移住相談員の活動状況［日報］）を紙媒体及び電子データで町に報

告すること。

（３）業務実施者は、必要に応じて状況等を分析し、成果及び今後改善すべき課題の整

理を行い、課題については、改善に向けて町と対応等を協議すること。

（４）業務実施内容が確認できる書類として、業務完了報告書を業務終了後５年間保

存しておかなければならない。

６．苦情処理体制

移住相談者やイベント参加者等の苦情に適切に対応する体制を整備すること。

は、業務実施者は、当該資料に係る著作権（著作権法

第２１条から第２８条までに規定する権利をいう。以

下、同じ。）を契約終了時点で本町に無償で譲渡する。
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７．事故処理・危機管理体制

業務実施中の事故、災害等のリスクに対応するための危機管理体制を整備し、移

住相談者やイベント参加者等の安全確保に努めること。

８．留意事項

（１）業務実施者は業務の遂行にあたり、委託者と日頃から十分な情報共有、相談及

び連携をすること。また、定期的な打ち合わせを行うものとし、その記録簿を作

成し委託者と共有の上保管すること。

（２）突発的な事項発生の場合は委託者の指示に従わなければならない。

（３）業務上知り得た事項及びその内容を他に漏らしてはならない。契約期間の終了

及び解除後も同様とする。

（４）業務実施者は、個人情報保護の重要性を認識し、業務の実施にあたっては、与

謝野町個人情報保護条例その他個人情報の保護に関する法令等に基づき、その取

扱いに十分留意し漏えい、滅失、き損、紛失、改ざんの防止その他個人情報保護

に必要な措置を講じなければならない。

（５）委託業務の遂行のために委託者が提供した資料等は、委託業務以外の目的で使

用してはならない。また、これらの資料等は本業務完了前であっても使用する必

要がなくなり次第、直ちに委託者に返却すること。

（６）業務実施者は、受託期間の終了に際し、委託者又は委託者が指定する者に対

し、本業務の引継ぎを行わなければならない。

（７）業務上業務実施者の不注意や不備により生じた諸事故に関して一切の責任を負

い、委託者に発生原因・経過・被害状況等を速やかに報告し、委託者の指示に従

うものとする。

（８）新型コロナウイルス感染症予防対策を講じた上で業務にあたること。

９．損害賠償

業務実施者は、業務実施に伴い第三者に損害を与えた場合は、本町の責に帰すべ

きものを除き、全て業務実施者の責任において処理すること。

１０．契約に関する条件等

業務実施者は業務を第三者に再委託してはならない。但し、委託者の承認がある

場合はその限りではない。

１１．支払条件等
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本業務に係る経費は、業務完了後の精算払いとする。なお、その支払方法は別途

締結する業務委託契約書に記述する。

１２.その他

本仕様書に定めない事項または記載内容について疑義が生じた場合は、委託者と

協議の上、その指示に従うものとする。

１３．問合せ先（土曜日、日曜日及び祝日を除く）

担当課：与謝野町観光交流課

住 所：〒629-2292

京都府与謝郡与謝野町字岩滝 1798 番地 1

電 話：（0772）43-9016 観光交流課直通

F A X：（0772）46-2851

E-mail：kankokoryu＠town.yosano.lg.jp

担当者：小西、坂根


